
りよかくうん

とはいうものの，現在の定期旅客迎i立はあまりにも低傾とな っ

てい る。

定期旅客巡貨には普通定期旅客巡ll. jjJi勘定期旅客運賃，通

学:定期旅客運賃の 3 種類があり ， その等級は粋通定J切旅客巡貨

が 2 ・ 3 ~;手，その他は 3 等だけである。

ア 国有鉄道運賃法の規制 固有鉄道五llf'i:法は， 定期旅客五1[

uは国鉄が自主的にこれを設定する ことができることと してい

るが， この場合巡輪大臣の認可を受ける ζ とを必裂とし，設定

の場合には通勤 ・ 通学に限り述u設定限界を遵守することを義

務づけている。ここにいう運賃設定限界とは， 国布鉄道運賃法

第 5 条第 2 項に規定しているところで，すなわち国鉄は 3 等の

通勤および通学定期旅客運賃を定める場合は， つぎの原則にし

たがわなければならないことを定めている。① 通周期間 1 筒
50 

月または 3 筒月の定期旅客五mは， ff泊旅客巡:Qのーーに相当
100 

する鰍をこえてはならない。② 通期 JUI問 6 箇1'1 の定期旅客五li
40 

貨は ， 13f泊旅客巡貨のーーに相当する似をこえてはならない。
100 

これは相 会政策的見地から，法律で通勤 ・ i語学íEJUJ旅客運賃の

'JiIJi;; 1率の最低限界を定め，この限度よ り日制な;J.f l庖五mを設定

しないよう J1I1iE したものである。

イ 割引率定期l旅客運賃は， trjìfl旅草~.ìlli f，(の:Q率を基礎

として設定することを原則とし， これに割引率を加味して設定

するものである。設定に使用されている現行の叫引率の程度は，

つぎに婦げるとおりであるが，最低巡r'lの適用 ・ キロ別運賃差

の不均衡の修正 ・運賃のは数整理等によって，梁JII距離によっ

ては若干の差異が生じている。

通勘定期j 1 箇月 0.600 か ら 0.800

3f~í月 0 . 640 泊、ら 0.820

6 徳i 月 0.660 泊、ら 0 .830

通学定J切 1 箇月 0.767 泊、ら 0 .908

3 箇月 0 .780 泊、ら 0 .9 17

6 箇月 0.800 ヵ、ら 0.922

~~jjJi定期 3 ~~; 1 箇月 0.300 tJ、ら 0.750

3 箇í 1'l 0.370 泊、ら 0 .775

t'f i通定JYJ 2 ~宇 1 箇月 0.300 から 0.475

3 箇月 0.365 から 0.527

この割引率は原則として 50km ま では， ~!刊引率を km ごとに

逓J羽し . 51km 以上 100 km までは割引率が同率であるから，

巡f'i形態は 50 km ま では迷路向性逓減. 51 km 以上は距隊比例制

ということになっている。

ウ f!Ii I良 定期旅客主mは， っきVこ拘げる各製茶にもと

づいて例成されている。

(7) 鉄道

A 定期旅客五mはすべて 1 箇月 J/~J を30 日と し.M 日 1 往復

来事するものとみなして計算する。

B tt- i泊旅答巡貨の第 1 地;m: 氏率， すなわち現行では 2 円40

銭を前号により 60(告したものを 1km 当り氏率として，これに

衆JI1キロ程を乗じ，は数をそのままとしたものを基鍵とする。

C ilIHft五mに制引率を適用して制引巡貨をl~出し， は数を

経理する。

D 設定する迎貨は 100km ま でと する。

E Ji~低迷貨は通勤 ・ 通学 ・ 普通定JtJJ ともに 3km 以下に適

用する。

F 2 つ以上の異なる衆車Iz: n品相互IHJの，巡u申告義のはなは

だしい不均衡， または固有鉄道巡1立法第 5 条の主m設定限界に

抵触を生ずるような運賃は， 近接地獄の巡J.:'iとともに， それぞ

れ巡:Q傾において修正する。

G 3 箇月または 6 箇月の定期旅客巡f'i:は . 2 等定期を除い

ては. 1 筒月設定巡f'i:を基礎 として. 3 箇月は 3 倍の 1 \山ij i3 l .

6 箇月は 6 (告の 1 制 5 分引として設定する。

H 東京ftUド環状線均一定期iJ1.旅客運賃は， 潔状線内の巡:Q青 1

Z'):q守定キロ粧の合計 27km分に相当する普通定JUJ旅客五1mを基

礎として榊成する。

げ) 航路(背森 ・ 函館開，仁方 ・ 姻江間航路には定期旅客述

貨を設定しなし 、)

A 当該航路の普通旅客巡賃を 60 倍 したものを基俊とする。

B 当該航路の旅客営業キ ロ 程に相当する鉄道区間の， それ

ぞれの極1JiのíE JtJJ旅客運賃設定上使用する割引率を適用する。

C ilíJ各号以外は原則として鉄道の場合に準ずる。

(6) その他の旅客巡l'UiIì別 旅客運賃の箇別としては，上記

各号のほかにつぎに婦げるようなものがある。

ア 大人旅客員li貨と小児旅客運賃旅客を区別して 12才以上

の者を大人とし 6 才以上12才未満の者を小児とする。小児旅

客巡fîは大人iJ員各巡貨を折半し，は数獲fll!したものである。

イ 片道旅客五mと往復旅客運賃 この極別は将通旅客五1[1互

についての呼称であって， 乗車船区間に対する片道または往復

の別に応ずる巡:Qをいい，片道旅客運賃の 2 (音が往復旅客運賃

である。回数旅客巡j互および定期旅客運賃にあっては. ~取状線

一周となる来事形態となる場合を除いて， 実質的には常に往復

形懲を採るが， 往復運賃とは呼ばない。

3 巡負荷低比較の尺皮

ある時期における旅客巡貨が高L 、か低L 、かを比較検討するた

めの尺度として 1 人 1km 平均の旅客収入をHJ ，、るこ と がゐ

る。この 1 人 1 km 平均旅客収入を平均旅若手貸率または平均旅

客巡r'l率とも称する。平均旅客賃率は一定のj切1M]内の総旅客巡

賃収入を， その JYJ/ MI 内に輸送した旅客人キロ で除したものであ

る。このi必合輸送旅客人キロ の中には，普通旅客 ・ 定期旅客そ

の他計算基層m率を異にする多額の旅客が含まれ， したがって

総旅客員m収入中には，各極の運賃収入が雑然と Wlrì されてい

るので， 平均旅客:Q率は正確に特定の貸率の高低を示すもので

はなし、。輸送人キロと巡賃収入とを，旅客の極別ごとに細分す

ればするほど， 特定の極類の旅客に対する旅客平均賃率を よ り

正確に表示できるけれども，これは統計の細目化の限度によ っ

て制約される。国鉄の現行統計資料から計算できる平均旅客}:'(

Z容はつぎのよう なものであり ， これを計算方式とともに示す。

定期外各等級別旅客運賃
=定期l外旅客等級別平均u率EJ切タト各等級別旅客人キロ

定期外旅客各等号|巡f'i:
=定期外旅客各等計平均賃率

íEWJ外旅客各空宇:計人キロ

定期外旅客五m料金計
定期外旅客各等計人キロ =定期外旅客巡賃料金計平均賃率

定期l旅客等級別迎貨
定JtJl旅客等級別人キロ =定期旅客等級別平均賃率

定期旅客各等計巡r.t
=定期旅客各等計平均貨準

定期旅客各等~i 人キロ

定期外旅客各等計十定期旅客各等計
定JYJ外旅客各等計人キロ+定期旅客各等計人キ ロ

=総旅客各等計平均旅客11:率

このようにして計算された平均旅客賃率は.m在鉄J首巡貨の

高低を見る場合の適当な比較検討の指僚とされていることは前

述のとおりである。したがって運賃に関する各組の研究資料と

して flJJljされることもあり，またこれを迎送阪自Ifiと比較して経

営上の採算を判断する資料とし， また予算編成に当って該当す

る輸送盆にこの平均賃率を采じて収入額の推J'):を行うなど，欽
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